
家庭教育とは

中央教育審議会第一次答申「２１世紀を展望した我が国の教育の在り方について」

平成８年７月１９日による記述

家庭教育は、乳幼児期の親子のきずなの形成に始まる家族との触れ合いを通じ、生き

る力の基礎的な資質や能力を育成するものであり、すべての教育の出発点である。

また、同答申によると家庭教育のあり方と条件整備として次の記述がある。

家庭における教育は、本来すべて家庭の責任にゆだねられており、それぞれの価値観

やスタイルに基づいて行われるべきものである。したがって、行政の役割は、あくまで

条件整備を通じて、家庭の教育力の充実を支援していくということである。

さらに、最新の答申である、資料４の３ｐの記述を抜粋すると次のとおり。

家庭教育は全ての教育の出発点であり，子供たちが基本的な生活習慣・生活能力，人

に対する信頼感，豊かな情操，思いやりや善悪の判断等の基本的倫理観，自立心や自制

心，社会的マナー等を身につける上で重要な役割を担っている。家庭では，子供が社会

を生き抜く力を持つことができるよう，様々な教育資源の情報収集や活用を図るなど，

それぞれできることを努力している現状がある。

  他方，近年，家庭の教育力の低下が指摘されている。特に，核家族やひとり親家庭の

増加等の家族形態の変容や，地域社会のつながりの希薄化等を背景に，子育ての不安を

抱える保護者の増加などが見られる。生きる力の資質や能力を身につけていく基礎をつ

くるため，適切な家庭教育を受けることは全ての子供にとって重要であり，親の学びや

育ちを応援するとともに，家庭と地域をつなげることで，家庭教育の更なる充実を図る

ことが求められている。

このほか，昨今，子供たちが被害者や加害者となる様々な事件が発生しており，地域

で家庭や子供たちを見守り支えることの必要性が指摘されている。こうした観点からも，

学校と地域の連携・協働を一層進めることの重要性が増している。

なお、Wikipedia の定義は、次のとおり。

家庭教育 (かていきょういく) とは、親がその子に家庭内で、言葉や生活習慣、コミ

ュニケーションなど生きていく上で必要なライフスキル（生きていくうえでの技術）を

身につける援助をしてやること。類似・関連語には躾（しつけ）がある。

資 料 ３



地域の教育力とは

資料４から抜粋すると次の記述がある。

地域住民の学びを起点に地域の教育力を向上させるとともに，ふるさとに根付く子供

たちを育て，地域の振興・創生につなげるためにも，社会的な教育の基盤を構築してい

く必要があり，社会教育の体制を整備し，強化していくことが重要である。  8p～9p

                                      44p

文部科学省の家庭教育についての web ページを抜粋すると下記のとおりで、地域や企

業が家庭教育を応援することを期待しています。


